
西部地区義務教育学校設置基本構想市民説明会 まとめ 

 

１ 実施日時 

（１）令和７年８月３日（日）１５時００分～１６時００分 農民研修センター 

（２）令和７年８月５日（火）１８時３０分～１９時３０分 農民研修センター 

 

２ 実施内容 

（１）義務教育学校とは 

（２）西部地区義務教育学校の概要 

（３）学年の区切りと教育課程の編成 

（４）学校施設の整備方針 

（５）義務教育学校への期待・不安 

（６）今後のスケジュール 

 

３ 質疑応答・意見および回答 

（１）令和７年８月３日（日）農民研修センター 

出席者：６名、教育委員会：吉田部長、鹿野理事、竹内課長、伊達参事外２名 

質疑応答及び意見 回答及び市の考え 

１ バスケットボールのゴールが小学校と中学校

で高さが違うため、小学生と中学生それぞれに

配慮できるような設備の整備方法について、今

後検討していただきたい。 

バスケットボールのゴール等含め、小学生と中学

生が同じ建物内で生活する上で過ごしやすいレ

イアウトを基本設計の中で検討していく。 

２ 義務教育学校ができた後、中学校の施設はどう

なるのか。 

中学校跡施設の活用方法について、今後地域住民

の皆さまの意見を伺いながら市企画部にて検討

していく。 

３ 中学校から小学校への荷物の移動や低学年の

荷物の移動等引越作業を行うにあたり、児童生

徒の負担にならないよう配慮いただきたい。 

義務教育学校へ移行する際には、意見に出ていた

ような引越作業も想定されるが、児童生徒の負担

とならないように検討していく。 

４ 特別教室は小学生と中学生で同じ部屋を使用

することになるのか。 

レイアウトについては、基本設計で検討していく

中で、特別教室等も含め検討していき、小学生と

中学生が同じ特別教室を利用する際は、その発達

段階に応じた高さに配慮した机や椅子の導入を

検討していく。 

 

（２）令和７年８月５日（火）農民研修センター 

出席者：６名、教育委員会：吉田部長、鹿野理事、伊達参事外２名 

質疑応答及び意見 回答及び市の考え 

１ 各教室にエアコンは設置されるのか。 案として普通教室に設置することとしており、設

置時期を含め、今後検討していく。 

２ 地域の行事で家庭科室を利用することがある 家庭科室の高さは小学校低学年の高さの仕様に



が、洗い場のシンクの高さや奥行が短く、利用

しづらい。義務教育学校になった際はそういう

部分も改修されるのか。 

合わせているため、大人が利用する際に使用しづ

らい面もある。今後義務教育学校として低学年か

ら高学年が利用する際に机や椅子の高さを調節

できる仕様にすることで体格差を解消し、大人が

利用する際は先生が使用する調理台を広くする

といった手法など検討していく。 

３ 基本構想の中で多目的スペースを設置すると

なっているが、どのように設置していくのか。 

現在の小学校を増改築し、建物のレイアウトを検

討していく中で多目的スペースをどのように設

置するか検討していく。 

４ 低学年と高学年では時間割の都合により、高学

年の授業の際に低学年の移動や声でざわつく

時があるとの話を聞いた。児童生徒の導線に配

慮した教室のレイアウトを検討していただき

たい。 

基本設計を進めていく中で学年の配置を工夫し、

教職員や地域住民の皆さまと共有しながら検討

していく。 

５ 新築と増改築では増改築の方がコストは低い

のか。 

一般的には増改築の方がコストが低いと言われ

ている。 

 


